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NAGASU 議会だより

さあ！まつりの始まりだ （金魚と鯉の郷まつり・ひまわり幼稚園）
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―決算を認定―
平
成
18
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
13
日
に
開
会
し
、
22
日
ま
で

行
わ
れ
た
。
町
長
提
出
議
案
は
条
例
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
改

正
１
件
、
補
正
予
算
５
件
、
決
算
認
定
７
件
、
そ
の
他
議
案
１
件

が
あ
り
、
慎
重
審
議
に
お
い
て
全
議
案
可
決
さ
れ
た
。
一
般
質

問
に
は
８
名
が
登
壇
し
町
政
の
考
え
方
な
ど
を
質
問
し
た
。

一　

般　

会　

計　

討　

論

平成17年度

定 例 会定 例 会

単年度
収　支 ２億６千６百万円の赤字

一
般
会
計

賛
成
多
数
・
可
決

保
育
料
滞
納
が
か
な

り
の
ペ
ー
ス
で
伸
び

累
積
５
７
２
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
対
策
は
。

保
証
人
制
度
等
も
含

め
徴
収
の
強
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
。

17
年
度
決
算
の
厳
し

い
結
果
を
今
後
に
ど

う
活
か
す
の
か
。

剰
余
金
を
新
た
に
生

む
た
め
に
は
、
行
財

政
改
革
を
更
に
推
進
し
、

実
質
収
支
を
増
や
し
て
い

け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。職

員
削
減
に
よ
る
住

民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
は
。10

年
後
に
は
現
在
の

１
６
１
名
を
１
４
５

名
に
し
て
い
く
が
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な

い
よ
う
、
職
員
の
研
修
・

問答問答問答

国
民
健
康
保

険
特
別
会
計

賛
成
多
数
・
可
決

実
質
収
支
９
２
０
０

万
円
黒
字
だ
が
、
保

険
税
を
下
げ
て
も
い
い
の

で
は
。今

後
の
高
齢
化
社
会

を
考
え
れ
ば
、
基
金

と
し
て
残
し
安
定
し
た
運

営
を
と
考
え
て
い
る
。

新
た
に
１
７
０
０
万

円
の
滞
納
が
発
生
し

て
い
る
が
。

夜
間
徴
収
や
督
促
等

あ
ら
ゆ
る
努
力
を
し

て
い
き
た
い
。

問答問答
老
人
保
健

特
別
会
計

全
員
賛
成
・
可
決

反　
　

対

賛　
　

成

川
本　

幸
昭 

議
員

　

国
が
地
方
に
負
担
を
押

し
つ
け
る
中
で
、
一
部
に

は
評
価
で
き
る
点
も
あ
る
。

し
か
し
、
町
民
の
暮
ら
し

の
現
状
を
見
る
と
き
、
町

民
の
願
い
に
応こ
た

え
て
い
な

い
決
算
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
所
得
を
上
げ
る
た

め
地
場
産
業
の
振
興
に
力

を
つ
く
す
こ
と
。
町
民
に

は
住
民
税
の
負
担
増
、
大

企
業
に
は
負
担
増
が
な

く
、
進
出
企
業
に
応
分
の

負
担
を
求
め
る
た
め
法
人

住
民
税
の
見
直
し
を
行
う

こ
と
。
県
の
港
湾
工
事
の

負
担
金
の
軽
減
、
し
尿
汲

み
取
り
委
託
料
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
町
民
の
願

い
に
応こ
た

え
る
べ
き
だ
。

徳
永　

範
昭 

議
員

　

歳
入
が
前
年
と
比
較
し

９
億
４
０
０
０
万
円
減
と

い
う
厳
し
い
財
政
状
況
の

な
か
で
も
、
福
祉
、
教
育
、

医
療
、
環
境
な
ど
住
民
の

要
望
に
き
め
細
か
く
対
応

さ
れ
た
と
評
価
す
る
。
し

か
し
新
た
な
財
政
指
標
と

し
て
実
質
公
債
費
比
率
が

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
今
後
に
お
い
て
は
、

必
要
不
可
欠
と
判
断
す
る

も
の
以
外
へ
の
町
債
の
発

行
は
し
な
い
等
、
更
な
る

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

を
求
め
、
健
全
化
に
向
け

て
の
一
層
の
努
力
を
期
待

し
賛
成
討
論
と
す
る
。

国　

保　

会　

計　

討　

論

反　
　

対

賛　
　

成

川
本　

幸
昭 

議
員

所
得
の
一
割
を
超
え
る
高

す
ぎ
る
国
保
税
、
税
金
の

中
で
も
一
番
の
負
担
に
な

っ
て
い
る
。
多
く
の
自
治

体
で
実
施
し
て
い
る
所
得

の
低
い
世
帯
へ
の
軽
減
策

を
長
洲
町
で
も
実
施
す
べ

き
だ
。

　

平
成
17
年
度
の
決
算
は

９
２
０
０
万
円
の
大
幅
な

黒
字
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
ち
に
高
す
ぎ
る
国
保
税

の
引
き
下
げ
を
行
い
国
保

世
帯
の
願
い
に
応
え
る
べ

き
だ
。

　

17
年
の
決
算
が
町
民
の

願
い
に
応
え
て
い
な
い
点

を
指
摘
し
、
反
対
討
論
と

す
る
。

浦
邊　

朝
章 

議
員

　

平
成
17
年
度
決
算
は
医

療
費
の
適
正
化
を
目
的
と

し
た
医
療
費
適
正
化
特
別

対
策
事
業
や
被
保
険
者
の

健
康
づ
く
り
の
視
点
か
ら

各
種
健
康
相
談
・
健
康
運

動
教
室
等
の
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

保
険
税
の
徴
収
も
税
務

課
と
連
携
し
保
険
税
収
納

率
向
上
特
別
対
策
事
業
に

取
り
組
み
、
毎
月
夜
間
徴

収
を
実
施
す
る
な
ど
国
保

財
政
の
健
全
化
に
向
け
て

努
力
が
さ
れ
て
い
る
。
以

上
の
点
を
評
価
し
賛
成
の

討
論
と
す
る
。

介
護
保
険

特
別
会
計

賛
成
多
数
・
可
決

現
在
で
も
介
護
施
設

等
に
入
居
で
き
な
い

高
齢
者
が
た
く
さ
ん
お
ら

れ
る
。
空
き
家
な
ど
を
町

が
借
り
上
げ
事
業
者
が
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
し

や
す
い
環
境
を
整
備
す
べ

き
で
は
。

周
辺
の
町
村
の
状
況

を
調
査
し
検
討
し
た

い
。 問答

公
共
下
水
道

　

特
別
会
計

賛
成
多
数
・
可
決

公
課
費
３
２
２
万
円

の
不
用
額
は
何
か
。

消
費
税
を
平
成
16
年

度
ま
で
は
課
税
収
入

と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
た

が
、
平
成
17
年
度
は
不
課

税
収
入
と
な
り
申
告
の
対

象
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
。

※
公
課
費
と
は
…
町
が
国
や

県
へ
支
払
う
税
金
（
重
量

税
・
消
費
税
等
）

水
道
事
業
会
計

全
員
賛
成
・
可
決

問答
浄
化
槽
整
備
事

業
特
別
会
計

全
員
賛
成
・
可
決

介
護
保
険
会
計
討
論

反　
　

対

川
本　

幸
昭 

議
員

　

保
険
料
の
値
上
が
り
に

加
え
昨
年
の
10
月
か
ら
施

設
入
居
者
に
は
部
屋
代
と

食
事
代
が
か
か
り
、
年
金

者
の
暮
ら
し
は
大
変
厳
し

い
。
改
善
し
て
ゆ
く
た
め

に
、
国
の
負
担
を
30
％
に

引
き
上
げ
る
こ
と
や
町
も

独
自
の
保
険
料
、
利
用
料

の
軽
減
を
行
う
こ
と
を
求

め
反
対
討
論
と
す
る
。

賛　
　

成

上
野　

弓
雄 

議
員

　

17
年
度
決
算
で
は
保
険

給
付
費
が
10
億
２
０
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
制
度
改
正
に
伴
う
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
も
補
足

的
給
付
を
す
る
こ
と
で
、

非
課
税
世
帯
な
ど
低
所
得

者
層
に
対
し
負
担
増
が
緩

和
さ
れ
る
な
ど
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
、
保
険
給

付
の
円
滑
な
運
営
が
図
ら

れ
て
お
り
評
価
で
き
る
。

下
水
道
会
計
討
論

反　
　

対

川
本　

幸
昭 

議
員

　

下
水
道
事
業
の
赤
字

は
、
国
が
促
進
し
な
が
ら

負
担
を
引
き
下
げ
た
こ
と

や
、
町
も
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
を
抑
え
た
と
こ

ろ
に
問
題
が
あ
る
。
国
に

対
し
補
助
率
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
こ
と
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金
を
増
や

す
こ
と
、
水
洗
化
を
促
進

す
る
こ
と
、
工
場
の
汚
水

を
取
り
入
れ
る
こ
と
な
ど

で
赤
字
解
消
を
目
指
す
べ

き
だ
。

賛　
　

成

濱
村　

芳
光 

議
員

　

17
年
度
決
算
で
は
18

億
３
８
０
０
万
円
の
赤
字

決
算
と
な
っ
て
い
る
が
、

単
年
度
収
入
は
３
６
０
０

万
円
の
黒
字
で
あ
り
、
こ

の
２
年
間
で
赤
字
が
７
５

０
０
万
円
減
少
し
た
。
こ

れ
は
経
営
努
力
と
一
般
会

計
に
よ
る
計
画
的
な
繰
入

金
の
効
果
に
よ
る
も
の
と

高
く
評
価
す
る
。
今
後
も

赤
字
解
消
に
向
け
邁ま

い
し
ん進
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
賛
成

討
論
と
す
る
。

平成17年度の決算収支
　一般会計の規模は前年度と比べ、歳入は14.3％、歳出は11.3％と大きく減少しました。
　歳入と歳出の差引き額から翌年度へ繰越すべき財源を引いた実質収支は3,700万円の黒字となりまし
たが、前年度の黒字分３億300万円が含まれますので、単年度の収支では２億6,600万円の赤字となっ
ています。
　特別会計については、下水道を除く４会計において実質収支は黒字でしたが、単年度収支では老人、
介護、浄化槽会計が赤字となっています。 （単位：百万円）

区 分 差引き額
翌年度へ
繰越すべき
財源

実質収支 前年度
実質収支

単年度
収　支

歳　入
決算額

対前年度
伸び率

歳　出
決算額

対前年度
伸び率

一般会計 5,643 △14.3 5,571 △11.3 72 35 37 303 △266
特別会計 6,408 0.6 8,121 0.5 △1,713 △1,713 △1,713 0
　　　国保 1,761 3.5 1,669 3.2 92 92 83 9
　　　老人 2,036 0.0 2,027 2.2 9 9 51 △42
　　　介護 1,149 3.6 1,126 4.0 23 23 26 △3
　　　下水 1,455 △3.3 3,293 △2.5 △1,838 △1,838 △1,874 36
　　　浄化 7 △61.1 6 △64.7 1 1 1 △0
合　　計 12,051 △6.9 13,692 △4.7 △1,641 35 △1,676 △1,410 △266

意
識
改
革
に
取
り
組
み
た

い
。

※この表は平成17年度「財政の推移と現状」より抜粋
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定 例 会定 例 会

平成元年度からの決算の推移
平成18年度　補正予算

一般会計予算50億6千2百万円に
（原案可決）

　

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
５
２
５
２
万
円

を
追
加
し
た
。

歳　

入

歳　

出

○
使
用
料
及
び
手
数
料

17
万
円

○
国
庫
支
出
金２

５
２
万
円

○
県
支
出
金

８
０
０
万
円

○
繰
入
金

３
０
２
０
万
円

○
繰
越
金

６
９
６
万
円

○
諸
収
入

23
万
円

○
町
債

４
４
０
万
円

○
民
生
費

２
８
０
万
円

○
農
林
水
産
業
費

７
９
１
万
円

○
商
工
費

23
万
円

○
教
育
費

７
０
０
万
円

○
予
備
費

３
４
５
０
万
円

主
な
質
疑

国
民
健
康
保
険

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３
５
３
６
万
円
を
追

加
し
、
総
額
は
18
億
６
９

３
９
万
円
と
す
る
。

（
原
案
可
決
）

老
人
保
健

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
１
６
２
万
円
を
追
加

し
、
総
額
19
億
３
５
５
６

万
円
と
す
る
。（

原
案
可
決
）

介
護
保
険

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
０
２
８
万
円
を
追
加

し
、
総
額
11
億
９
５
９
０

万
円
と
す
る
。（

原
案
可
決
）

浄
化
槽
施
設
整
備

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
２
０
万
円
を
追
加
し
、

総
額
９
６
０
万
円
と
す

る
。　
　
　
（
原
案
可
決
）

国民健康保険条例一部改正
出産育児一時金が増額！
30万円→35万円に改正

（Ｈ18.10.１以降の出生より）（全員賛成可決）

長
洲
町
議
会　

情
報
公
開
制
度

　

平
成
13
年
10
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し

た
長
洲
町
議
会
情
報
公
開
制
度
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
基
づ
い
て
、
議

会
が
保
有
す
る
情
報
を
公
開
す
る
も
の

で
あ
り
、地
方
分
権
の
時
代
に
お
い
て
、

議
会
の
情
報
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有

し
、
よ
り
一
層
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
平
成

17
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
18
年
９
月
30

日
ま
で
の
議
会
情
報
公
開
請
求
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

地域生活支援事業利用料条例制定
（目　的）
　障害者自立支援法第77条の規定に基づいて実施する長洲町地
域生活支援事業に係わる利用料について必要な事項を定める。
（実施する事業）
１）コミュニケーション支援事業　２）日常生活用具給付等事業
３）移動支援事業　４）日中一時支援事業
（利用料）
　地域生活支援事業サービスの利用者負担は、所得に応じて次
の４区分の月額負担上限額が設定され、ひと月に利用したサー
ビス量にかかわらず、それ以上の負担は生じません。
月ごとの利用者負担の上限額
生活保護 生活保護受給世帯 月額負担上限額 ０円

低所得１ 市町村民税非課税世帯で、サービスを
利用する本人の年収が80万円以下の方

月額負担上限額
15,000円

低所得２ 市町村民税非課税世帯で、サービスを
利用する本人の年収が80万円超の方

月額負担上限額
24,600円

一　　般 市町村民税課税世帯 月額負担上限額
37,200円

－厳しい財政－

１．歳入・歳出決算の推移

　一般会計の決算規模については、平成４年度以降60億円前後で推移しています。
　特に、平成５～６年度、平成８～９年度の決算規模が突出していますが、これは「室内温水プール」
（Ｈ５）、「腹赤保育所」（Ｈ５）、「金魚と鯉の郷建設事業」（Ｈ６）、「地域福祉センター」（Ｈ６）、「なが
す未来館建設事業」（Ｈ９）、「長洲中屋内運動場」（Ｈ９）等の大型建設事業等の特殊要因があったため、
決算規模が一時的に膨らんだものです。
　また、近年（Ｈ15 ～Ｈ16）は、長洲小学校校舎建築等事業のため増加しています。

（参考）Ｈ18は当初予算

一般会計　歳入歳出推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：百万円）
区　　　分 Ｈ８年度 Ｈ９年度 Ｈ10年度 Ｈ11年度 Ｈ12年度 Ｈ13年度 Ｈ14年度 Ｈ15年度 Ｈ16年度 Ｈ17年度

一般
歳　入 7,527 7,219 5,961 6,616 5,766 5,982 5,893 6,316 6,582 5,643
歳　出 7,313 6,942 5,631 6,222 5,329 5,716 5,740 6,003 6,280 5,571
差引額 214 277 330 394 437 266 153 313 302 72

※　Ｈ16年度の一般会計には借換債に伴う歳入歳出分（2億1260万円）は除いています。

２．決算収支の推移

　一般会計決算収支の推移をみると、歳入と歳出の差から翌年度へ繰越すべき財源を引いた実質収支で
は、黒字を継続しています。
　しかし、実質収支から前年度の実質収支を差し引いた単年度収支においては、３年ぶりに赤字計上と
なっています。

※　上記資料は「平成17年度財政の推移と現状」より抜粋

昨
年
９
月
時
点
と
比

較
し
、
今
回
の
補
正

で
予
備
費
が
５
７
０
０

万
円
程
に
な
る
。
町
道
改

修
等
、
町
民
の
要
望
に
答

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

地
方
交
付
税
、
減
税

補
て
ん
債
、
臨
時
財

政
対
策
債
、
地
方
特
例
交

付
金
等
が
合
計
で
当
初
予

算
よ
り
４
４
０
０
万
円
程

減
額
に
な
る
見
込
み
で
あ

り
、
そ
ち
ら
の
方
へ
の
対

応
と
し
た
い
。

問答

主
な
質
疑

９
月
15
日
号
の
「
広

報
な
が
す
」
に
出
産

一
時
金
の
支
給
額
の
改
正

が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
そ
の
補
正
予
算
の
議

会
で
の
議
決
は
今
（
９
月

19
日
）
行
わ
れ
て
い
る
が
、

問

ど
う
い
う
こ
と
か
。

議
会
の
承
認
後
と
い

う
の
が
原
則
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
こ
う
い

う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
各

担
当
課
に
周
知
し
て
い
き

た
い
。

（全員賛成可決）

答
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定 例 会定 例 会

一般質問一般質問 町政を う問町政 問町政 問
市原　一廣
議員

•公務員の倫理について
•財政健全化について 川本　幸昭

議員

•福祉対策について
•公害環境問題について
•公務員のモラルについて

濱村　芳光
議員

•東の辻・吉野浦線拡張整備につ
　いて
•腹栄中体育館建設について
•住民税申告会場変更について

浦邊　朝章
議員

•町道の認定と基準について

徳永　範昭
議員

•河川防災対策について 樋口エミ子
議員

•町の学校教育に対する姿勢を問
　う

杉本　勝彦
議員 •行財政改革について 宮本哲太郎

議員
•町の財政を問う
•少子化対策について

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
を
求
め
る

意
見
書

一
、
国
（
厚
生
労
働
省
）
は
、
東
京
・
熊
本
地

裁
の
判
決
を
真し
ん
　
し摯
に
受
け
止
め
、「
速
や
か
に

控
訴
を
取
り
下
げ
」
真
剣
に
ト
ン
ネ
ル
じ
ん

肺
被
災
者
の
防
止
対
策
と
早
期
解
決
を
求
め

る
。

二
、
公
共
工
事
に
よ
っ
て
発
生
す
る
ト
ン
ネ
ル

じ
ん
肺
被
災
者
の
早
期
解
決
を
図
る
た
め「
ト

ン
ネ
ル
じ
ん
肺
補
償
基
金
制
度
」
の
創
立
を

求
め
る
。

　

粉
じ
ん
職
場
で
働
く

労
働
者
の
生
命
と
健
康

を
奪
う
「
じ
ん
肺
」
と

い
う
職
業
病
は
、
不
治

の
病
で
あ
り
、
１
９
６
０

年
に
「
じ
ん
肺
法
」
が

制
定
さ
れ
、
国
に
よ
る

「
じ
ん
肺
」
行
政
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
療
養
を
要
す

る
重
症
患
者
は
２
０
０
４

年
ま
で
に
全
産
業
で

３
万
８
３
１
２
人
発
生

し
、
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺

患
者
は
９
０
４
９
人
で

全
被
災
者
の
24
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

　

じ
ん
肺
患
者
た
ち
が
、

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
発
生

に
関
す
る
国
の
法
的
責

任
を
明
ら
か
に
し
よ
う

と
、
国
を
相
手
に
訴
訟

を
起
こ
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
７
月
７
日
の

東
京
地
裁
、
７
月
13
日

の
熊
本
地
裁
で
国
の
責

任
を
認
め
る
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
国
は
「
ト

ン
ネ
ル
工
事
で
の
粉
じ

ん
濃
度
測
定
は
困
難
」

等
を
理
由
と
し
て
控
訴

し
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
被

災
者
の
防
止
対
策
と
早

期
解
決
に
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
左
記
事
項
に
つ

い
て
強
く
要
望
し
ま
す
。

ず
さ
ん
な
米
国
産
牛
肉
の
輸
入
に
抗
議
し
、

Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
万
全
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書

※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
…
食
品
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
栽
培
・
飼
育
か
ら
、
加
工
・
製
造
・
流
通
な
ど
の
過
程
を

明
確
に
す
る
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
仕
組
み
。

　

日
本
政
府
は
、
昨
年

12
月
12
日
に
、
ア
メ
リ

カ
・
カ
ナ
ダ
産
牛
肉
の

輸
入
再
開
を
決
定
。
輸

入
が
始
ま
っ
た
。
し
か

し
、
１
月
20
日
に
ア
メ

リ
カ
か
ら
輸
入
さ
れ
た

牛
肉
に
Ｓ
Ｒ
Ｍ
（
特
定

危
険
部
位
）
の
脊せ
き
ず
い髄
が

混
入
し
て
い
た
こ
と
が

発
見
さ
れ
た
。

　

こ
の
ず
さ
ん
な
輸
入

に
対
し
て
強
く
抗
議
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
責

任
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
米
国
産

牛
肉
等
は
、
検
査
体
制

や
特
定
危
険
部
位
の
除

去
、
肉
骨
粉
の
飼
料
へ

の
使
用
な
ど
の
飼
料
規

制
、
生
産
・
流
通
履
歴

が
不
明
確
な
ど
、
日
本

に
比
べ
て
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策

は
極
め
て
不
十
分
な
ま

ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、

輸
入
再
開
を
拙
速
に
決

定
し
た
政
府
の
責
任
は

大
変
重
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
は
、
米

国
産
牛
肉
の
拙
速
な
輸

入
再
々
開
を
行
い
ま
し

た
が
、
国
民
の
食
の
安

全
を
守
る
た
め
Ｂ
Ｓ
Ｅ

へ
の
万
全
な
対
策
を
求

め
ま
す
。

　

政
府
に
お
か
れ
て
は
、

引
き
続
き
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問

題
へ
の
万
全
な
対
策
を

求
め
ま
す
。

一
、
国
内
の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対

策
に
つ
い
て
次
の
点

を
求
め
ま
す
。

国
へ
意
見
書
提
出
（
二
件
）

（
一
）
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
産
の
牛
肉
等
の
再
評

価
を
行
う
こ
と
。
そ
の
際
に
は
日
本
で
実
施

さ
れ
て
い
る
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
で
あ
る
全
頭
検
査
、

※
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
全
頭
か
ら
の
Ｓ
Ｒ
Ｍ

の
除
去
、
肉
骨
粉
の
禁
止
を
基
準
に
評
価
す

る
こ
と
。

（
二
）
輸
入
時
の
検
査
体
制
を
強
化
し
、
最
大
限

の
検
査
を
行
う
こ
と
。

（
三
）
消
費
者
の
選
択
権
を
確
保
し
、
食
の
安
全

を
実
現
す
る
た
め
、
牛
肉
を
使
用
し
た
外
食
、

中
食
、
加
工
品
等
す
べ
て
に
原
料
原
産
地
表

示
を
義
務
化
す
る
こ
と
。

研

修

報

告

〈
総
務
保
健
福
祉
常
任
委
員
会
〉

　

長
洲
町
で
は
現
在
、
し

尿
汲
み
取
り
を
委
託
し
て

お
り
、
し
尿
汲
み
取
り
手

数
と
委
託
料
の
差
が
大
き

く
、
町
の
多
大
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
今

回
は
、
し
尿
汲
み
取
り
収

集
の「
委
託
制
」か
ら「
許

可
制
」
へ
移
行
さ
れ
た
茨

城
県
龍
ヶ
崎
市
と
、「
下

水
道
処
理
に
つ
い
て
」を
、

群
馬
県
中
之
条
町
で
そ
れ

ぞ
れ
研
修
視
察
を
お
こ
な

っ
た
。

○
茨
城
県
龍
ヶ
崎
市

　

人
口
７
万
９
５
０
４
人

　

面
積
78
　

km2

　

下
水
道
普
及
率
81・
７
％

（内容）
　１、「委託制」から「許可制」に移行した要因と経緯
　２、移行時における問題点
　３、許可制に移行した際の手数料
　４、公共下水道との関連
　５、コンポスト化後の活用について
　６、下水道事業への一般会計からの繰入金

〈
建
設
経
済
文
教
常
任
委
員
会
〉

○
９
月
27
日
（
埼
玉
県
滑

川
町
）

　

児
童
安
全
対
策
の
一
環

で
あ
る
「
安
心
安
全
メ
ー

ル
」
の
導
入
に
つ
い
て

○
９
月
28
日
（
群
馬
県
大

泉
町
）

　

基
礎
学
力
の
向
上
を
目

的
と
し
た
「
土
曜
学
校
」

に
つ
い
て
（
左
記
に
て
具

体
的
内
容
を
報
告
）
研
修

視
察
を
行
っ
た
。

大泉町土曜学校について
　大泉町の小中学校に在籍する児童生徒の希望者を対象（小
学校４年生以上）に、基礎的・基本的な内容の定着や学習
に対する興味・関心を高めることをねらいとして、９月か
ら「土曜学校」を実施。

土曜学校についての基本的な考え方
①基礎学力の向上→教科書に出てくる漢字や英単語の読み
書き、計算力の確実な定着を図る。
②自学自習の姿勢を育てる。
③独自の検定試験を取り入れることで、参加のきっかけづ
くりをし、学ぶ意欲の向上を目指す。
④土曜日の過ごし方の選択肢の一つと考える。（参加につい
ては希望制）

◇会　　場：各小中学校の指定の教室
◇実施時間：各校の設定にて
　　　　　　午前中３単位時間
◇指 導 者：各校の先生方

【対　象】
○小学４年生～６年生
○中学１年生～３年生

【実施時期】
Ｈ18年９月より毎月
第１、第３土曜日実施
（原則的に）

【実施教科と内容】
小学校：国語、算数
中学校：国語、数学、英語
・国語→漢字書き取り
・算数、数学→計算
・英語→単語、文法

土曜学校風景

基礎検定試験を取り入れた実施方法

⑴基礎検定
　試験のねらい

　　①学習の動機づけをする。（ランクづけはしない）
　　②学習と検定の組み合わせにより、子供たちに達成感を持たせる。
　　③学習した結果を子ども達も自己評価をするため。
　　＊検定試験は全員受験。
＊検定問題は、前年に学習した教科書に出ている漢字（国語）、計算問題（算数・数学）、英単語（英語）。
〈尚、子ども達には予め出題予定プリントを具体的に示してあります。〉

⑵土曜学校のサイクル（☆希望参加にて、９／２より実施）

土曜学校①　→
（第１土曜日）

□各検定試験に向けての学習　◇再検定
□持参物を用いての自主的な学習

土曜学校②　→
（第３土曜日）

□各検定試験に向けての学習　◇再検定
□持参物を用いての自主的な学習

＊各校の行事等の関係で
　休校となる場合もある。

国語、算数・数学、英語の検定試験　←　各校毎月末に実施予定
＊検定試験には通過ラインが設けられますが、土曜学校にて２回まで再受験することが出来る。

毎
月
繰
り
返
す

次ページより
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改築が待たれる腹栄中体育館

定 例 会定 例 会

ふ
れ
あ
い
座
談
会
を
実
施
し
、
町
の

現
況
説
明
を

市
原　

一
廣 

議
員

昨
年
度
か
ら
行
財
政

改
革
に
取
り
組
ま

れ
、
こ
の
４
月
に
は
、
平

成
20
年
ま
で
の
３
ヵ
年
実

施
計
画
が
示
さ
れ
た
。
し

か
し
８
月
末
に
は
更
に「
見

直
し
案
」
の
報
告
が
あ
り
、

実
に
１
億
８
１
０
０
万
円

の
差
額
が
生
じ
て
き
て
い

る
。
実
施
計
画
や
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
の
影
響
は
。

不
足
額
に
つ
い
て
は

行
財
政
改
革
を
更
に

つ
っ
込
ん
で
行
っ
て
い
き

た
い
。
し
か
し
効
果
額
が

不
足
額
を
下
回
れ
ば
事
業

の
見
直
し
は
避
け
ら
れ
な

い
。

夕
張
市
の
財
政
再
建

団
体
へ
の
転
落
、
ま

た
こ
こ
に
き
て
、
実
質
公

債
費
比
率
に
お
い
て
当
町

が
県
内
で
ワ
ー
ス
ト
1
と

い
う
報
道
も
あ
り
、
住
民

の
多
く
は
「
長
洲
町
は
ど

う
な
る
ん
だ
ろ
う
。」
と

不
安
を
覚
え
て
い
る
。
ふ

れ
あ
い
座
談
会
を
開
催
し

今
の
現
況
を
正
し
く
説
明

す
べ
き
と
思
う
が
。

実
質
公
債
費
比
率
は

22・
４
％
で
起
債（
地

方
公
共
団
体
が
資
金
調
達

の
た
め
に
負
担
す
る
債

務
）
に
つ
い
て
は
県
の
許

可
団
体
と
な
る
た
め
、
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。
ま
た
、

ふ
れ
あ
い
座
談
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
時
期
、
内

容
を
含
め
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

〈
公
務
員
の
倫
理
・
服
務

規
程
の
確
立
を
〉

公
務
員
に
よ
る
公
金

の
横
領
や
飲
酒
に
よ

る
事
故
が
多
発
し
て
い

る
。
究
極
的
に
は
個
人
の

倫
理
観
の
問
題
だ
が
、
職

員
同
士
の
公
正
を
期
す
た

め
に
も
、
き
ち
っ
と
し
た

倫
理
規
程
を
作
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

ま
ず
倫
理
観
確
立
の

た
め
の
指
導
、
教
育

の
実
施
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
導
入
な
ど
防
止
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
今
年
度
中
に
は
、
氏
名

の
公
表
等
も
踏
ま
え
倫
理

規
程
を
作
成
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問答問

答

問答

赤
崎
区
の
町
道
整
備
拡
張
は

濱
村　

芳
光 

議
員

赤
崎
区
町
道
東
の

辻
・
吉
野
浦
線
東
側

拡
張
工
事
の
今
後
の
計
画

は
。

総
合
振
興
計
画
と
財

政
状
況
を
考
え
な
が

ら
、
早
め
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。

〈
腹
栄
中
体
育
館
建
設
に

つ
い
て
〉

体
育
館
建
設
候
補
地

と
し
て
、
現
在
の
部

室
の
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
利

用
の
第
４
案
が
新
提
案
さ

れ
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ

い
て
伺
う
。

今
回
の
実
施
設
計
に

あ
た
り
、
現
在
の
体

育
館
よ
り
３・５
メ
ー
ト
ル

高
く
設
計
さ
れ
た
体
育
館

は
隣
接
す
る
民
家
の
方
に

対
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

日
照
に
つ
い
て
ご
迷
惑
を

か
け
る
。
町
の
財
政
状
況

で
は
新
た
な
用
地
買
収
は

で
き
な
い
た
め
、
第
４
案

を
模
索
し
た
。

体
育
館
建
設
候
補
地

の
最
終
決
定
に
つ
い

て
伺
う
。

ま
だ
最
終
的
な
決
定

は
し
て
い
な
い
。

〈
住
民
税
申
告
会
場
変
更

に
つ
い
て
〉

平
成
19
年
分
申
告
よ

り
、
今
ま
で
の
４
会

場
か
ら
１
会
場
（
中
央
公

民
館
集
会
室
）
に
変
更
さ

れ
る
が
、
特
に
腹
赤
、
六

栄
校
区
の
車
を
利
用
さ
れ

な
い
住
民
に
と
っ
て
は
、

大
変
不
便
で
あ
る
。
こ
の

点
を
十
分
検
討
さ
れ
た
の

か
伺
う
。

高
齢
者
で
年
金
所
得

者
の
み
の
方
は
、
申

告
会
場
に
来
な
く
て
も
社

会
保
険
庁
か
ら
の
受
給
者

リ
ス
ト
に
よ
り
申
告
に
代

え
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
本
人
の
申
告
は
必
要

な
い
。
こ
の
旨
を
今
後
更

に
広
報
等
事
前
に
周
知
を

徹
底
す
る
よ
う
計
画
を
し

て
い
る
。
今
回
の
会
場
変

更
に
よ
り
、
未
来
館
の
情

報
シ
ス
テ
ム
と
パ
ソ
コ
ン

の
接
続
に
よ
っ
て
即
座
に

い
ろ
ん
な
情
報
を
取
り
入

れ
、
申
告
の
対
応
が
で
き

る
。
こ
れ
が
会
場
変
更
の

理
由
で
あ
る
。

問答問

答

答

行
末
川
に
架
か
る
鹿

児
島
本
線
の
鉄
橋
の

す
ぐ
下
流
の
右
岸
側
に
、

堤
防
が
低
い
と
こ
ろ
が
あ

る
が
、
防
災
上
問
題
は
な

い
か
。こ

の
箇
所
に
つ
い
て

は
、
堤
防
の
低
い
箇

所
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し

て
お
り
、
現
在
こ
の
行
末

川
の
中
に
葦
と
か
雑
草
が

大
量
に
茂
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫す
れ
ば
水

の
流
れ
も
ス
ム
ー
ズ
に
な

る
と
考
え
る
。
行
末
川
は

県
管
理
河
川
と
指
定
さ
れ

て
お
り
、
８
月
に
19
年
度

の
熊
本
県
土
木
部
所
管
事

業
の
市
町
要
望
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
時
に
お
い
て
浚し
ゅ
ん
せ
つ渫の

要
望
を
し
て
い
る
。

６
月
７
月
の
集
中
豪

雨
で
堤
防
の
低
い
所

ま
で
水
位
が
上
が
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
堤
防
の
低

い
所
は
約
１
ｍ
位
あ
り
、

下
流
域
に
は
住
宅
や
農
地

な
ど
が
あ
り
、
住
民
は
心

配
さ
れ
て
い
る
。
堤
防
の

嵩か
さ

上
げ
が
必
要
か
と
思
う

が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

る
か
。堤

防
の
嵩か
さ

上
げ
に
つ

い
て
は
、
町
か
ら
材

料
支
給
や
機
材
の
提
供
と

い
う
こ
と
で
地
元
の
折
地

区
と
話
を
し
て
い
る
。

問答

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
・
先
行
き
不
安

杉
本　

勝
彦 

議
員

実
質
公
債
費
比
率
の

文
言
で
新
聞
報
道
さ

れ
本
町
は
22
・
４
％
、
県

下
で
最
も
厳
し
い
財
政
状

況
で
あ
り
要
許
可
団
体
に

な
っ
て
い
る
。
先
行
き
不

安
な
長
洲
町
行
政
運
営
で

あ
る
事
を
ど
う
思
う
か
？

平
成
17
年
度
の
長
洲

町
の
実
質
公
債
費
比

率
は
22
・
４
％
で
あ
り
、

起
債
に
つ
い
て
県
の
許
可

が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し

策
定
し
た
公
債
費
負
担
適

正
化
計
画
は
適
当
で
あ

り
、
現
在
計
画
書
提
出
を

行
い
ヒ
ア
リ
ン
グ
待
ち
の

状
況
で
あ
る
。

長
洲
町
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
全
て
の
町

民
が
理
解
し
て
も
ら
う
、

住
み
よ
い
町
づ
く
り
の
た

め
、
広
報
の
み
な
ら
ず
地

区
毎
の
説
明
会
等
を
開
く

べ
き
と
思
う
が
。

実
質
公
債
費
比
率

は
、
一
般
会
計
か
ら

下
水
道
へ
繰
出
し
を
行
っ

て
い
る
間
は
悪
化
し
な
い

が
、
国
や
県
の
財
政
政
策

が
不
透
明
の
た
め
、
明
ら

か
に
な
っ
た
時
点
で
説
明

し
て
い
き
た
い
。

〈
18
年
度
長
洲
町
行
財
政

改
革
の
進
捗
は
〉

第
３
次
長
洲
町
振
興

計
画
の
中
、
検
討
課

題
に
お
い
て
項
目
歳
出
削

減
策
な
ど
挙
げ
て
あ
る

が
、
い
ま
だ
実
施
す
る
と

い
う
項
目
、
内
容
が
み
え

て
こ
な
い
。
保
育
所
の
統

廃
合
・
民
間
委
託
、
給
食

セ
ン
タ
ー
の
業
務
委
託
な

ど
先
送
り
せ
ず
、
真
剣
に

問答 答

問

河
川
防
災
対
策
は
万
全
か徳

永　

範
昭 

議
員

問答

●
実
質
公
債
費
比
率
と
は
？

　

新
た
に
導
入
さ
れ
た
町
の

財
政
状
況
（
借
金
）
を
測
る

指
標
を
い
う
。

●
要
許
可
団
体
と
は
？

　

起
債
発
行
は
協
議
制
度
に

変
わ
っ
た
が
、
実
質
公
債
費

比
率
が
18
％
を
超
え
る
市
町

村
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必

要
と
な
る
団
体
を
い
う
。

問

考
え
、
検
討
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

統
廃
合
、
業
務
委
託

の
内
容
項
目
で
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
る
が
、

住
民
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス

低
下
に
な
ら
な
い
か
、
検

討
を
重
ね
、
何
年
か
ら
実

施
す
る
か
と
い
う
協
議
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

答

答
飲
酒
運
転
の

懲
戒
厳
罰
化

玉
名
市

　

玉
名
市
は
、
飲
酒
運
転
に
関

す
る
職
員
の
処
分
を
厳
し
く
し

た
改
正
「
市
職
員
の
交
通
事
故

（
違
反
）
者
処
分
基
準
」
を

二
十
九
日
、
全
職
員
に
通
達
し

た
。
十
月
一
日
付
。
福
岡
市
職

員
の
飲
酒
死
亡
事
故
を
受
け
見

直
し
た
。

　

新
た
な
基
準
で
は
、
飲
酒
運

転
で
他
人
を
死
亡
さ
せ
た
場

合
、従
来
の
免
職
（
懲
戒
、分
限
、

依
願
）
を
懲
戒
免
職
に
統
一
。

飲
酒
運
転
で
の
人
身
・
物
損
事

故
、
検
挙
さ
れ
た
場
合
も
「
懲

戒
免
職
ま
た
は
停
職
」
と
す
る
。

　

飲
酒
運
転
に
な
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
、
酒
類
を
提
供
ま
た

は
勧
め
た
場
合
や
同
乗
し
た
り

飲
酒
運
転
を
容
認
し
た
場
合
も

処
分
を
新
設
。「
懲
戒
免
職
、

停
職
、
ま
た
は
減
給
」
と
す
る
。

　

同
時
に
市
は
、
新
た
に
「
市

職
員
の
懲
戒
処
分
の
公
表
に
関

す
る
基
準
」
を
制
定
。
免
職
、

停
職
、
減
給
、
戒
告
処
分
は
公

表
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

市
は
「
全
体
の
奉
仕
者
で
模

範
と
な
る
べ
き
公
務
員
自
ら
が

厳
し
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
市

民
全
体
で
の
飲
酒
運
転
の
撲
滅

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
る
。

Ｈ18.９.30　熊日新聞より

問

問

行末川の堤防

行革に取り組む職員
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定 例 会

高
齢
者
・
障
害
者
の
負
担
軽
減
を
。

福
祉
対
策
と
ご
み
収
集
の
現
状
と
入

札
に
つ
い
て

川
本　

幸
昭 

議
員

介
護
保
険
法
が
改
正

さ
れ
、
昨
年
の
10
月

か
ら
食
事
費
、
居
住
費
が

負
担
増
に
。
今
年
の
４
月

か
ら
は
保
険
料
の
値
上
げ

が
実
施
さ
れ
た
、「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
い

う
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
障
害
者
自
立
支
援
法
も

大
変
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
。
１
割
負
担
に
耐
え
か

ね
て
、
障
害
者
の
自
立
ど

こ
ろ
か
生
活
が
で
き
な
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
負
担
増
に
対
し

て
、
町
独
自
の
軽
減
策
を

求
め
る
。

介
護
保
険
法
の
改
正

に
よ
り
、介
護
予
防
、

新
予
防
給
付
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
等
を

行
い
、
充
実
し
た
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
力
し
て
い

る
。
ま
た
、
障
害
者
自
立

支
援
法
に
つ
い
て
は
、
身

体
、
知
的
、
精
神
の
各
障

問答

害
サ
ー
ビ
ス
の
一
元
化
、

市
町
村
が
責
任
を
持
っ
て

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
そ
れ

に
一
割
負
担
の
導
入
に
な

っ
た
が
、
制
度
を
維
持
す

る
た
め
に
は
、
や
む
を
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
は
、
町
独
自
の
軽

減
策
は
考
え
て
い
な
い
。

〈
ご
み
収
集
の
現
状
と
入

札
に
つ
い
て
〉

新
し
い
焼
却
場
が
４

月
か
ら
稼
動
し
て
い

る
。
一
般
、
資
源
、
粗
大

の
各
ご
み
の
収
集
の
現
状

は
、
ま
た
、
各
ご
み
の
収

集
運
搬
の
委
託
の
入
札
で

落
札
率
に
極
端
な
開
き
が

あ
る
。
原
因
は
何
か
。

ご
み
収
集
は
、
８
月

末
で
、
燃
え
る
ご
み

は
25
ト
ン
増
、
粗
大
ご
み

は
31
ト
ン
減
、
町
で
始
め

た
資
源
ご
み
は
64
ト
ン
収

集
。
入
札
は
見
積
入
札
を

行
っ
て
い
る
。
入
札
の
落

札
率
に
つ
い
て
は
、
一
般

ご
み
（
参
加
１
社
）
98
％
、

資
源
ご
み
（
参
加
１
社
）

92
％
、
粗
大
ご
み
（
参
加

６
社
）
は
29
％
で
あ
る
。

　

委
託
契
約
に
つ
い
て
は

最
低
価
格
を
設
定
し
て
い

な
い
。
過
当
競
争
で
は
な

い
か
と
思
う
。

問

答

町
道
の
認
定
と
基
準
は
見
直
す
べ
き

浦
邊　

朝
章 

議
員

生
活
道
路
で
町
道
認

定
さ
れ
て
い
る
道
路

に
基
準
は
あ
る
か
、
そ
の

場
合
４
メ
ー
ト
ル
未
満
で

も
認
定
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
舗
装
未
整
備
な
道

路
は
な
い
か
。

町
道
認
定
基
準
と
し

て
は
、内
規
と
し
て
、

主
要
集
落
と
集
落
を
連
結

す
る
道
路
、
主
要
交
通
流

通
施
設
、
主
要
公
益
的
施

設
、
主
要
生
産
施
設
等
を

連
結
す
る
道
路
、
国
道
・

県
道
に
密
接
な
関
係
の
あ

る
道
路
、
ま
た
は
幅
員
で

は
１
・
８
メ
ー
ト
ル
以
上

の
道
路
を
基
準
と
し
て
い

る
。
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の

道
路
の
う
ち
舗
装
率
は
86

％
と
な
っ
て
い
る
。

町
道
の
認
定
基
準
を

内
規
と
い
う
こ
と
で

１
・
８
メ
ー
ト
ル
以
上
と

さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
自

治
体
で
は
４
メ
ー
ト
ル
以

上
と
い
う
と
こ
ろ
が
多

い
。
こ
の
４
メ
ー
ト
ル
と

い
う
数
値
は
建
築
基
準
法

や
道
路
法
に
定
め
ら
れ
た

数
値
で
、
緊
急
車
両
の
進

入
や
、
車
の
離
合
に
必
要

最
低
限
の
数
値
だ
と
思

う
。

　

少
な
く
と
も
町
道
と
し

て
認
定
す
る
に
は
４
メ
ー

ト
ル
以
上
、
も
し
く
は
４

メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
で
き
る

見
込
み
の
あ
る
も
の
と
す

べ
き
と
思
う
が
、
見
直
す

考
え
は
な
い
か
。

今
後
検
討
を
し
て
い

く
。

問答問

答

定 例 会

学
校
教
育
の
充
実
を
。

図
書
司
書
廃
止
の
明
確
な
理
由
は
。

樋
口
エ
ミ
子 

議
員

本
年
度
か
ら
学
校
図

書
教
諭
補
助
職
員
が

廃
止
と
な
っ
た
。
子
ど
も

達
へ
の
教
育
費
を
削
減
し

た
町
長
の
考
え
を
問
う
。

図
書
司
書
と
し
て
一

日
４
時
間
の
業
務
を

お
願
い
し
て
い
た
。
学
校

側
と
の
協
議
の
結
果
、
学

校
側
で
事
務
を
対
応
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
も

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
限
ら
れ
た
予
算
を
よ

り
有
効
に
活
用
し
児
童
生

徒
の
学
力
向
上
、
健
全
育

成
を
進
め
て
い
き
た
い
。

17
年
度
と
18
年
度
と

の
本
の
貸
出
し
数
で

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
３

ヶ
月
の
合
計
で
、
前
年
度

は
１
１
５
９
冊
、
今
年
は

３
８
１
冊
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
激
減
数
は
ど
う

と
る
か
。

指
摘
の
と
お
り
、
現

在
た
し
か
に
図
書
の

貸
出
し
冊
数
は
減
少
し
て

い
る
。
管
内
17
の
中
学
校

の
中
６
校
が
司
書
を
置
い

問答

て
い
る
。
18
年
度
に
お
い

て
国
語
力
の
チ
ェ
ッ
ク
を

し
、
そ
れ
で
検
討
を
加
え

た
い
。国

語
力
の
低
下
が
叫

ば
れ
て
い
る
昨
今
、

国
は
国
語
力
の
強
化
を
謳う
た

っ
て
い
る
が
、
本
町
の
考

え
を
伺
う
。

義
務
教
育
答
申
の
国

語
力
は
教
科
の
基
本

と
な
る
も
の
で
、
そ
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
各

学
校
に
お
い
て
校
内
研
修

を
進
め
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
の
事
業

費
と
学
校
教
育
の
事

業
費
と
の
比
較
を
。

町
総
合
振
興
計
画
の

中
で
平
成
18
年
度
か

ら
20
年
度
ま
で
の
総
事
業

費
の
比
較
で
学
校
教
育
費

関
係
４
億
８
８
４
３
万
円

で
、
こ
の
内
、
腹
栄
中
体

育
館
改
築
費
用
と
し
て

４
億
２
７
７
５
万
円
が
含

ま
れ
て
い
る
。
高
齢
者
福

祉
関
係
３
億
３
９
７
７
万

円
で
あ
り
、
今
後
も
町
の

財
政
等
を
考
え
予
算
を
よ

り
有
効
に
活
用
し
、
子
ど

も
達
の
学
力
向
上
、
健
全

育
成
に
努
力
し
た
い
。

町
の
財
政
と
少
子
化
対
策
に
つ
い
て

問
う
。
こ
れ
で
よ
い
の
か
、
町
財
政

宮
本
哲
太
郎 

議
員

今
年
度
か
ら
国
や
県

の
許
可
が
な
く
て
も

地
方
債
を
発
行
で
き
る
協

議
制
に
移
行
さ
れ
た
。

　

自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
指
標
と
な
る
実
質
公

債
費
比
率
で
、
18
％
を
超

え
る
と
国
や
県
の
許
可
が

必
要
と
な
る
。

　

長
洲
町
は
22
・
４
％
で

県
内
ワ
ー
ス
ト
１
で
あ

る
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

都
市
計
画
基
盤
の
整

備
や
生
活
環
境
の
向

上
と
い
っ
た
観
点
か
ら
投

資
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

世
代
間
の
公
平
負
担
と
い

っ
た
観
点
か
ら
起
債
を
活

用
し
て
き
た
た
め
の
残
高

が
増
加
し
、
そ
の
間
健
全

財
政
に
戻
す
べ
き
一
般
会

計
か
ら
繰
り
出
し
を
し
て

き
た
。
結
果
的
に
は
そ
れ

が
実
質
公
債
費
比
率
を
上

げ
る
要
因
に
も
な
っ
た
。

公
債
費
負
担
適
正
化
計
画

を
策
定
し
て
い
る
最
中
で

あ
り
、
協
議
団
体
へ
の
移

行
を
目
指
し
比
率
低
減
に

問答

努
め
る
。

〈
少
子
化
対
策
は
〉

１
月
か
ら
６
月
の
半

年
間
に
生
ま
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
が
６
年
ぶ
り
に
増

え
た
と
あ
る
。
理
由
は
い

ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
が

※

合
計
特
殊
出
生
率
と
さ

れ
る
２
・
１
人
前
後
に
は

ま
だ
ま
だ
ほ
ど
遠
い
状
況

だ
。
新
し
い
方
策
等
に
つ

い
て
は
何
か
検
討
を
さ
れ

て
い
る
か
。

少
子
化
対
策
の
施
策

と
し
て
18
年
度
か
ら

新
た
な
特
定
保
育
事
業
を

実
施
し
た
。

　

ま
た
次
世
代
育
成
事
業

の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

そ
の
他
、
雲
仙
市
と
の
交

流
促
進
協
議
会
に
お
い
て

若
者
を
募
集
し
、年
１
回
、

青
年
交
流
会
を
計
画
し
て

い
る
。

　

子
育
て
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
国
の
補
助
事
業
を

展
開
し
、
町
で
実
施
で
き

る
よ
う
な
事
業
が
あ
れ

ば
、
振
興
局
や
県
の
担
当

課
へ
も
情
報
提
供
を
お
願

い
し
て
い
る
。

問答

問答

問答

問答

平成18年度　長洲中学校　図書貸出し数
（　）内は平成17年度

５月 ６月 ７月

１年 29冊
（152冊）

20冊
（153冊）

27冊
（166冊）

２年 112冊
（77冊）

31冊
（169冊）

64冊
（197冊）

３年 18冊
（90冊）

41冊
（82冊）

39冊
（73冊）

合計 159冊
（319冊）

92冊
（404冊）

130冊
（436冊）

月

健康がいちばん

離合できない町道子供はまちの宝

※
合
計
特
殊
出
生
率
…
一
人

の
女
性
が
一
生
に
平
均
何
人

子
供
を
産
む
か
を
示
す
数
値
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手続き簡単です手続き簡単です

次の定例会は

12 月です。

■問い合わせ先（議会事務局）
　電話　７８－３１１１　内線３２１番

住所・氏名・年齢を書くだけです。

皆さ
ん傍聴に来て下さい。皆さ
ん傍聴に来て下さい。皆さ
ん傍聴に来て下さい。

議会のうごき

発
行

編
集
長
洲
町
議
会

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
869-0198  熊

本
県
玉
名
郡
長
洲
町
大
字
長
洲

 
TEL０

９
６
８
-７
８
-３
１
１
１

FAX０
９
６
８
-７
８
-１
０
９
２

N
A
G
A
S
U
議
会
だ
よ
り

No.87
２
０
０
６
年
１
１
月
１
５
日
発
行

　  8.22 議員全員協議会

　  8.25 玉名郡町村議会議員親善球技大会（玉東町）

　  8.26 のしこら祭

　  8.28 全国町村議会広報研修会（東京都）

　  9.8 議会運営委員会

　  9.13 議員全員協議会
第３回定例会（22日まで）

　  9.14 総務保健福祉常任委員会
建設経済文教常任委員会

　  9.15 長洲町敬老会

　  9.20 長洲町老人クラブ連合スポーツ大会

　  9.21 議員全員協議会
議会運営委員会

　  9.27　 総務保健福祉常任委員会調査事件視察研修
（茨城県、群馬県）29日まで
建設経済文教常任委員会調査事件視察研修
（埼玉県、群馬県）29日まで

　  10.3 熊本県町村議会議員研修（熊本市）

　  10.6 広報調査特別委員会

　  10.8 町民体育祭

　  10.10 広報調査特別委員会

　  10.13 広報調査特別委員会

　  10.18 森林・林業・林産業活性化九州大会（佐賀市）

　  10.23 議員全員協議会

傍聴席から一言

（清源寺区）荒尾　勝治さん

　一般質問14項目の中で腹栄中学校、
体育館建設についての質問がありまし
た。学校の体育館は、学校教育体育館
としては勿論のこと、地震災害、台風
災害、地域の行事など多目的に使用さ
れると思います。そのためにより良い
ものとするのに関係者がいろいろと検
討されている実態が、議会を傍聴する
ことで身近に感じることができまし
た。町の財政が緊迫している今、住民
の方も町の財政、議会に関心をもち、
傍聴席も満席になるよう傍聴に行きま
しょう。

議
会
史
、
掲
載
写
真
を
探
し
て
い
ま
す
！

　

来
年
合
併
50
周
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
長
洲
町

議
会
で
は
、
昭
和
32
年
の

町
村
合
併
か
ら
現
在
ま
で

の
議
会
活
動
を
取
り
ま
と

め
た
議
会
史
の
製
作
を
現

在
行
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
史
に
は
、
多
く
の

写
真
を
掲
載
し
、
議
会
の

時
代
の
流
れ
が
よ
り
わ
か

り
や
す
く
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
議
会
関

係
、
町
の
大
き
な
出
来
事

等
の
写
真
を
お
持
ち
の
方

は
議
会
事
務
局
へ
ご
一
報

く
だ
さ
い
。
事
務
局
職
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

連
絡
先　

議
会
事
務
局
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